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平成２６年度９月補正予算の概要について 

（９月３０日追加提案分） 
 

平成２６年１０月２日 

（単位：千円） 

一 予算規模 

 

 １ 一 般 会 計 

            補   正   額                 １,３４２,６５１ 

 

 

                     補 正 後 の 規 模                                  ６１３,２０４,２６２ 

 

 

                      前年度９月補正後予算との対比              △２,０８３,３６４ 

                                        （０.３％減） 

 

 

  《補正予算の財源》 

 

    特 定 財 源                              １,３３３,３３４ 

 

                諸   収   入             １,３３３,３３４ 

 

 

 

    一 般 財 源                                     ９,３１７ 

 

                      地 方 交 付 税                         ９,３１７ 
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二 補正予算の内容 

今回の補正予算は、米価の下落に伴い、農業経営の維持・安定を図るため、緊急的に取り組む事業

について計上した。 

  

（１） 預託金貸付事業             １,３３８,３８０ 

  平成26年産米の概算金の大幅な下落による減収が見込まれる農業者等に対 

し、無利子で融資を行う。 

①貸付金                      1,333,334 千円 

・融 資 枠 40億円 

   ・償 還 期 間 ３年以内 

・貸付限度額 米価下落による減収見込額 

（上限 個人500万円、法人2,000万円） 

・対   象 経営所得安定対策の加入者 

  ・貸 付 利 率 無利子 

  ・貸 付 期 間 預託金貸付日～平成27年３月31日  

 ②利子補給金                      5,046 千円 

・利 子 補 給 1.65％ 

・負 担 割 合 県 1/2、金融機関等 1/2 

 

 ＜債務負担行為＞ 

  ○利子補給                                （６３,２５５） 

   ・設定期間 平成27～29年度 

    ○損失補償                              （４０,０００） 

   ・設定期間 平成27～30年度 

 

（２） 営緊急フォローアップ事業                    ４,２７１ 

  今後の営農に向けて、農業者等へのフォローアップを行うため、全県説明 

会を開催するほか、各市町村の地域農業再生協議会の取組に対し助成する。 

・補助対象 農業者等への指導巡回及び地区別説明会の開催 

      ナラシ対策への加入促進、認定農業者の掘り起こし 

      飼料用米等の生産誘導 

      野菜等の複合作目への転換加速 等 

・補 助 額 定額（上限150千円） 


